
平成○○年度三重県上野森林公園の管理に関する年度協定書（案） 

 

 

三重県（以下「甲」という。）と○○○○（以下「乙」という。）とは、平成○○年

○○月○○日に締結した「三重県上野森林公園の管理に関する基本協定書（以下「基

本協定」という。）に基づき、次のとおり、平成○○年度における協定書（以下「年

度協定」という。）を締結する。 

 

 

（目的） 

第１条 年度協定は、三重県上野森林公園（以下「森林公園」という。）の管理に係

る平成○○年度の管理業務の内容及びその業務実施に要する経費として支払う指

定管理料を定めることを目的とする。 

 

（年度協定の期間） 

第２条 年度協定の期間は、平成○○年４月１日から平成○○年３月３１日までとす

る。 

 

（管理業務の内容） 

第３条 甲及び乙は、平成○○年度に実施する管理業務の内容が、別記１に定めると

おりであることを確認する。 

 

（管理備品） 

第４条 甲及び乙は、基本協定別記３で定める管理備品について、同協定第３条第４

項の規定に基づき別記２のとおり増減があったことを確認する。 

 

（指定管理料） 

第５条 甲は、平成○○年度における森林公園の指定管理料として、金○○○○○円

（消費税及び地方消費税を含む。）を支払うものとする。 

２ 前項の指定管理料の支払方法は、次のとおりとする。 

（１）乙は、平成○○年３月３１日までに事業の完了報告書を甲に提出するものとす

る。 

（２）甲は、前号の報告書を受理したときは、速やかに履行確認を行い、履行を確認

したときは、乙に通知するものとする。 

（３）乙は、前号の通知を受けたときは、速やかに指定管理料の支払いを請求するも

のとする。 

（４）甲は、前号の請求書を受理してから３０日以内に、乙に対して指定管理料を支

払うものとする。 

 



（５）甲の責に帰する理由により、前項の支払期限までに代金を支払わないときは、

甲は、支払期限の翌日から支払い当日までの日数に応じ、当該支払金額に政府契

約の支払遅延防止等に関する法律（昭和２４年法律第２５６号）第８条第 1 項の

規定に基づき、政府契約の支払遅延に対する遅延利息の率を乗じた額を遅延利息

として乙に支払うものとする。 

（６）乙は、６月末、９月末及び１２月末までに、それぞれ指定管理料の２５％を上

限として、概算払による指定管理料の請求を行うことができるものとする。 

 

（疑義についての協議） 

第６条 年度協定に定めのない事項に関し疑義が生じたときは、基本協定によること

とし、基本協定に定めのない場合においては、甲及び乙は誠意をもって協議を行い、

これを決定するものとする。 

 

 甲及び乙は、この本協定の締結を証するため、本書２通を作成し、それぞれ記名押

印のうえ、各１通を保有する。 

 

平成○○年○○月○○日 

甲 三重県津市広明町１３番地 

三重県 

  三重県知事 ○○○○ 

 

 

 

乙  

 

 

 

 

 

 

別記１ 「平成○○年度三重県上野森林公園の管理に関する基本協定書に基づく 

業務計画書」のとおり 

 

別記２ 「平成○○年度における管理備品の増減」のとおり 

 


